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■出題のねらい
　理想気体に定積変化と定圧変化からなるサイクルを行わせ，熱効率を求める過程で，
熱力学の基本事項を問いました。また後半では，等温変化や断熱変化，熱力学第１法則
についての基本事項も問いました。サイクルでの仕事や断熱変化が， p－V 図でそれぞ
れどのような図形またはどのような曲線で表されるかを問いました。教科書に記載され
ている基本的な事項を理解しているなら正答できる問いです。

■採点講評
　問１はよくできていました。　　　の解答がありましたが，正答ではありません。た
だ公式を覚えるだけではなく，使いこなせるようにしてください。問２は比較的できて

いましたが，状態Ｂの温度　　　　　　を答えている解答が見受けられました。この問

いではＡ→Ｂに伴う温度変化を解答する必要があります。問題文をよく読んでください。
問３，４はあまりできていませんでした。特に問４のできはよくありませんでした。問
３は定積モル比熱の定義式を，問４は定圧モル比熱の定義式を思い出してほしいもので
す。問３，４で定積モル比熱と定圧モル比熱の使い方が逆になっている解答もありまし
た。落ち着いて解答してください。問５，６は比較的よくできていました。問７，８は
あまりできていませんでした。問７を答えるうえで問題文がヒントになっています。問
９，10は比較的よくできていました。問11はほとんどできていませんでした。
　教科書で基本事項や基本法則を把握しておくことは重要です。さらに物理現象を理解
するうえで，それらを使えるようにしておいてください。
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化学

■出題のねらい
　化学実験で扱われる濃度を題材にした基本的な問題です。いずれも高校の化学の基本
的な事項です。

■採点講評
　〔１〕の質量パーセント濃度を解答する問題は，よくできていました。しかし，40％
と解答した誤答が目立ちました。18％，22％を単純に足し合わせたと考えます。正答が
18～22％になることは見当がつくはずです。非常に容易な問題ですので，間違えないよ
うにしてください。（１）２）および（４）３）はモル濃度を求める問題です。２）は
密度が計算に入るので，難易度は３）より高くなっています。３）の問題は，ある程度
できていましたが，２）の正答率はよくありませんでした。この問題が解けない人は化
学の学びに問題があるというよりも，中学校で習う数学の文章題が解けないことに原因
があります。実際にこのような計算は，大学の研究で必要になりますので，マスターし
ておきましょう。
　〔２〕の過酸化水素の分解の問題は比較的できていました。しかし，酸化マンガン

（Ⅳ）の働きについて，「触媒」と書くべきところを，「解媒」と書いている解答が目に
つきました。解答群から選ぶ問題ですので，間違えないように気をつけましょう。この
ような漢字の間違いは非常に残念です。また，酸化マンガン（Ⅳ）の働きを「触媒」と
書きながら，（５）の化学反応式を書く問題において酸化マンガン（Ⅳ）を反応させて
いる解答が目立ちました。触媒は反応前後で変化しないことが条件です。当然，そのよ
うな解答の酸化マンガン（Ⅳ）の化学式は間違っていることも多かったです。またこの
問題において，生成物として水素原子や酸素原子，電子が発生している解答がありまし
た。
　〔３〕の問題に関しては，（７）６）および（８）のできがよくありませんでした。凝
固点降下度とモル凝固点降下と質量モル濃度の関係がわからなくてもリード文に書かれ
ています。また，質量モル濃度単位K･kg/molからも簡単に推測できます。　　
　容易な問題ですが，あまりできはよくありませんでした。濃度計算，化学反応式およ
び化学量論は化学の基礎です。研究だけでなく，化学関連の製造業では絶対に必要にな
りますので，必ずマスターしましょう。

Ⅰ ■出題のねらい
　有機化学の基本的な知識をどの程度理解しているかを確認することを目的として，芳
香族化合物に関する分野から，代表的な一置換および二置換ベンゼン誘導体を取り上げ，
その名称，構造，反応および性質を問いました。２問ともに比較的容易で基本的な問題
であり，学習している人であれば高得点が望めます。

■採点講評
　〔１〕は３種類の一置換ベンゼン誘導体の混合物から，その性質の違いを利用して，
それぞれを分離する方法をヒントとして，３種類の化合物を特定し，その名称および構
造式を解答する問題です。酸性水層ではアニリン塩酸塩，塩基性水層では安息香酸ナト
リウムとして存在していますので，その構造式を書くべきところですが，アニリンおよ
び安息香酸の構造式を書いている解答が多く見受けられました。また，アニリン塩酸塩
の構造式ではプロトン数を間違っている解答も目につきました。わかっているのに細か
いところで間違いをして減点される受験者が多かったので，細部にまで気をつけるよう
にしてください。受験ではこの１点，２点の積み重ねが合否を決することもありますの
で，このような取りこぼしを失くすことが大切です。
　〔２〕は，二置換ベンゼン誘導体であるサリチル酸，アセチルサリチル酸およびサリ
チル酸メチルの名称，アセチルサリチル酸の合成反応式，サリチル酸メチルの構造式を
解答する問題です。アセチルサリチル酸とサリチル酸メチルは知っていても，真逆に覚
えているケースが多くみられました。有機化合物の構造式は結合の順序まで正確に覚え
ていないと正答には辿りつけませんので，そのあたりに特に注意して整理しておくこと
が大切です。全体としては比較的よくできていました。

Ⅱ

■出題のねらい
　測定における計器の内部抵抗をテーマに，理想と現実の計器の違いについての理解を
みました。 回路の工夫による誤差の軽減についての知識と理解もみました。

■採点講評
　空所 ア  ， イ  が２つとも正答だった解答は少なく，解答が逆になっているものが
散見されました。この問題は文章中にヒントが書かれていますのでよく読んで解答すれ
ば間違いなく正答できた問題だと思います。理想的な計器とあるにもかかわらず空所
 ア  に「大きな値」，空所 イ  に「小さな値」を解答しているものも散見されました。
空所 ウ  は概ねよくできていましたが，問題の難易度がほぼ同じであるはずの空所
 エ  は少し低い正答率でした。特に多かった解答が単純にVを101で割っているもので
した。これでは空所 イ  の方が正の値に近くなり，問題の説明と異なってしまいます。
空所 オ  を正確に解答したものはごくわずかでした。外国の人物名ですから多少の読
み違いはあると思いますが，ホイートストン・ブリッジは電気回路における基本的かつ
重要な回路の１つですから，名前と性質，使い方はセットで正確に覚えておくとよいで
しょう。空所 カ  ， キ  はほぼ同程度の低い正答率でした。回路解析の問題ですから，
解析の流れを汲み取った解答が必要です。しかし，電流値を使った解答など，解析の流
れに沿わない解答も散見されました。これらに部分点をつけました。空所 ク  は大
問 Ⅱ の中で最も正答率が高い問題で，よく書けていました。ホイートストン・ブリッ
ジの抵抗値を対辺で掛け合わせたものが等しくなるという公式から求めることができま
す。この公式を利用すれば回路解析をせずに解答することが可能です。そのため空
所 カ  ， キ  を求めずに正答している解答も多くありました。問いはやや低めの正答
率となりました。この問いは解答例に示したもの以外にも幾つか正答が考えられます。
例えば電源電圧の変動の影響を受けないこと，あるいは測定計器の精度と比較して素子
の精度は一般的に高く製造できることから，測定された数値そのものの精度が高いこと
なども理由として考えられ，これらについて記述された解答も正答としています。
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についての基本事項も問いました。サイクルでの仕事や断熱変化が， p－V 図でそれぞ
れどのような図形またはどのような曲線で表されるかを問いました。教科書に記載され
ている基本的な事項を理解しているなら正答できる問いです。

■採点講評
　問１はよくできていました。　　　の解答がありましたが，正答ではありません。た
だ公式を覚えるだけではなく，使いこなせるようにしてください。問２は比較的できて

いましたが，状態Ｂの温度　　　　　　を答えている解答が見受けられました。この問

いではＡ→Ｂに伴う温度変化を解答する必要があります。問題文をよく読んでください。
問３，４はあまりできていませんでした。特に問４のできはよくありませんでした。問
３は定積モル比熱の定義式を，問４は定圧モル比熱の定義式を思い出してほしいもので
す。問３，４で定積モル比熱と定圧モル比熱の使い方が逆になっている解答もありまし
た。落ち着いて解答してください。問５，６は比較的よくできていました。問７，８は
あまりできていませんでした。問７を答えるうえで問題文がヒントになっています。問
９，10は比較的よくできていました。問11はほとんどできていませんでした。
　教科書で基本事項や基本法則を把握しておくことは重要です。さらに物理現象を理解
するうえで，それらを使えるようにしておいてください。
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18～22％になることは見当がつくはずです。非常に容易な問題ですので，間違えないよ
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密度が計算に入るので，難易度は３）より高くなっています。３）の問題は，ある程度
できていましたが，２）の正答率はよくありませんでした。この問題が解けない人は化
学の学びに問題があるというよりも，中学校で習う数学の文章題が解けないことに原因
があります。実際にこのような計算は，大学の研究で必要になりますので，マスターし
ておきましょう。
　〔２〕の過酸化水素の分解の問題は比較的できていました。しかし，酸化マンガン

（Ⅳ）の働きについて，「触媒」と書くべきところを，「解媒」と書いている解答が目に
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■採点講評
　〔１〕は３種類の一置換ベンゼン誘導体の混合物から，その性質の違いを利用して，
それぞれを分離する方法をヒントとして，３種類の化合物を特定し，その名称および構
造式を解答する問題です。酸性水層ではアニリン塩酸塩，塩基性水層では安息香酸ナト
リウムとして存在していますので，その構造式を書くべきところですが，アニリンおよ
び安息香酸の構造式を書いている解答が多く見受けられました。また，アニリン塩酸塩
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にしてください。受験ではこの１点，２点の積み重ねが合否を決することもありますの
で，このような取りこぼしを失くすことが大切です。
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問 Ⅱ の中で最も正答率が高い問題で，よく書けていました。ホイートストン・ブリッ
ジの抵抗値を対辺で掛け合わせたものが等しくなるという公式から求めることができま
す。この公式を利用すれば回路解析をせずに解答することが可能です。そのため空
所 カ  ， キ  を求めずに正答している解答も多くありました。問いはやや低めの正答
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Ⅱ

107



採
点
講
評

出
題
の
ね
ら
い
・

■出題のねらい
　ハロゲンを題材として，単体の性質や反応性，ハロゲン化水素の性質について問いま
した。

■採点講評
　基本的な問題でしたが，間違った解答が多くみられました。
　（１）は，ハロゲン元素に関する問題で大変よくできていました。（２）は，液体（室
温）のハロゲン単体を問いました。単体＝Br2で書かず，原子＝Brでの解答が多くみら
れました。（３）は，Cl2の酸化剤としての働きを問いました。ほとんどできていません
でした。間違いの中でも，Cl2→２Cl-＋２e-と書いている解答が多くみられました。電
子の授受の基本的なことが理解できていないためだと考えられます。（４）は，KBrか
らBr2が生じる化学反応式を問いました。大変よくできていました。（５）は，ハロゲン
単体の酸化力について問いました。単体＝Ｉ2で書かず，原子＝Ｉでの解答が多くみら
れました。（６）は，ハロゲン化水素の水溶液の酸の強さについて問いました。水溶液
の名称＝フッ化水素酸（フッ酸）で書かず，ハロゲン化水素の名称＝フッ化水素での解
答が多くみられました。（７），（８）は，大変よくできていました。（９）は，フッ化水
素Ｈ－Ｆの沸点が高い理由について問いました。“水素結合が分子間に働く”というと
ころが解答のポイントですが，「Ｈ－Ｆ分子が，水素原子とフッ素原子の水素結合で形
成されている」という誤った認識の解答が多くみられました。また，「Ｈ－Ｆ分子は，
水素原子とフッ素原子の共有結合で形成されていて，切れにくい」という，沸点＝分解
温度という誤った認識の解答も多くみられました。

Ⅲ
一般入試後期日程

英語

■出題のねらい
　レストランでの会話を題材とした日常的な会話問題です。平易な会話文の理解および
前後の文脈から未知表現の推測や適切な空所挿入語の選択が行えるかどうかを問いまし
た。

■採点講評
　 ３  の正答率が50％強， ６  の正答率が30％弱と低めの結果でした。 ３  は③，
④で解答が分かれましたが，正答の④を選ぶためには直前の表現に惑わされず，前後の
文脈を正しく理解する必要がありました。 ６  は４つの選択肢にほぼまんべんなく解
答が分かれましたが，正答となる“right away”は「すぐに」という意味で，口語表現
でもよく使われます。ぜひ覚えておきましょう。

■出題のねらい
　架空のリゾート地の観光スポット案内を題材としています。表形式の短い英文を利用
し，情報を獲得できる基本的な英語の読解力および文法的な判断に基づく空所補充の可
否を問いました。

■採点講評
　後半２問の内容理解に関する問題は80％以上の正答率でしたが，前半３問の語彙や文
法を問う問題（特に ７  ， ８  ）で40％程度と低めの正答率となりました。 ７  は

「これまでに見つかっている・観察されている」という意味での“recorded”「記録され
ている」が正答となります。 ８  は「ツアーガイドが専門的な知識を提供する」とい
うことですが，「ツアーガイドは情報を提供する側」なので現在分詞が正答です。

Ⅰ

Ⅱ

■出題のねらい
　料理のレシピが題材です。箇条書きを含む短い英文を利用し，手順を重視した内容理
解に焦点を当てた基本的な英文読解力を問いました。

■採点講評
　出題者の想定通りで 12  以外の設問はやや低めの正答率となりました。 13  ，
 15  ， 16  では正答率60％を切っています。 13  では「小麦粉」と「花」の単語を
勘違いした人が10％程度いました。思い込みで英文を読んでいないか，綴りもよく確認
するようにしてください。身近な単語の綴りとよく似た未知語は他にもあると思いま
す。 15  ， 16  は英文としては理解できていても，上記の出題のねらいにあるような
手順を重視した読み方ができないと間違ってしまいます。必要に応じてメモを取りなが
ら英文を読む習慣をつけるとよいでしょう。

■出題のねらい
　「どの国が最も幸せと考えるか」という書き出しで始まる長文を題材にし，多様な出
題形式による総合的な英語力を問いました。

■採点講評
　 20  ， 22  が正答率70％を超えたため，他の設問で点数の差がつきました。正答率
が50％を切ったのは 17  ， 18  ， 26  の各設問でした。また，２つを選ぶ 24  ，
 25  についても正しく２つとも選べた人は30％以下でした（因みに，この設問の正答
としていずれか１つを選べた人は約50％でした）。 17  は４つの選択肢に解答が散らば
りましたが，単語の意味を問うのではなく語法として問うています。なぜ正答が③にな
るかは疑問詞そのものの理解に加え，疑問詞を使った英文をどれだけ見慣れているかで
決まります。 18  の“attitude”は受験者の皆さんにも見慣れた単語のはずですが，表
面的な意味だけをとらえると間違うことを想定して出題しています。この手の単語問題
には注意が必要です。 26  については，直前に出てきた意味だけでなく，文章全体で
の意味を正確に把握しないと正答は導けません。

Ⅲ

Ⅳ

■出題のねらい
　科学者パスツールと狂犬病について書かれている平易な英文を題材としています。最
初の３問は一見すると並べ替え問題の体裁ですが，不必要な語を１つ選ぶという出題に
なっていますので文脈を正しく理解しなければ正答することはできません。

■採点講評
　最初の３問でうまく英文を組み立てられない人が多かったです。それぞれの下線部を
正しく並べ替えながら考えてみましょう。
　 27  は“the only man who she”となり，“her”が外れます。次に多かった選択肢
は“she”でした。これは“she thought”という形が後ろにつながる挿入の形になって
いることが見抜ければ並べ替えの手掛かりになったでしょう。
　 28  は“not be seen even under”となり，“find”が外れます。選択肢としてはこ
れを選んだ人が一番多かったですが，他の選択肢を選んだ人も見受けられました。

“could”の後だからまず“find”を入れてしまい，その続きがつながらなくなるという
ケースが多かったのではないでしょうか。文脈からの判断が必要な設問でした。
　 29  は“devoted his life to solving”となり，“cure”が外れます。“to”の後だから
動詞の原形をと考えた人が多かったのかもしれませんが，“cure the problems”とはい
えません（「問題」は「解決する」ものであって，「治療する」ものではありません）。
ここでは“devote 物1 to 物2”で，「物1 を 物2に捧げる」という語法です。

Ⅴ
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